
川﨑先生は、『じぶん未来BOOK』の作業終了後、友だち同士でワークシート
を見せ合い、感想を話し合うよう声をかけた。友達と自分の違いに気付いたり、
共感したりして一体感を高めることも、やる気につながると考えてのことだ。

リクルートサービスを活用した指導実践例

挫
折
や
紆
余
曲
折
を
描
く『
じ
ぶ
ん
未
来

Ｂ
Ｏ
Ｏ
K
』が
進
学
意
欲
を
後
押
し

　

流
通
経
済
大
学
付
属
柏
高
校
は
、サ
ッ
カ
ー

や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の
運
動
部
が
、全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
活
躍
を
み
せ
る
強
豪
校
。
英
語
に
力
を
入

れ
て
い
る
Ⅰ
類
、ス
ポ
ー
ツ
中
心
の
Ⅱ
類
、難
関
大

学
進
学
を
目
指
す
Ⅲ
類
と
、３
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
い
る
が
、主
要
な
運
動
部
の
試
合
に
は
全
校

生
徒
で
応
援
に
行
き一
体
感
を
味
わ
っ
て
い
る
。

　

2
0
0
9
年
4
月
に
、千
葉
県
立
千
葉
東

高
校
か
ら
こ
の
学
校
に
き
た
進
路
指
導
部
の

川
﨑
研
一
先
生
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
本
格
的
に

推
進
し
て
い
く
に
あ
た
り
、ま
ず
大
事
な
の
は

職
業
観
の
育
成
だ
と
考
え
、10
年
4
月
に
1

年
生
全
員
で「
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
」を
行
い
、そ
の
結

果
を
も
と
に
4
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
2
泊
3

日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿
で『
じ
ぶ
ん
未

来
B
O
O
K
』を
使
っ
た
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん

だ
。あ

こ
が
れ
の
社
会
人
と
の

出
会
い
が
進
路
選
び
の
ヒ
ン
ト
に

 

「
生
徒
は
ま
ず
、自
分
の
な
り
た
い
将
来
像
に

近
い
人
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
意
中
の
人
が
見

つ
か
る
と
、そ
の
人
の
高
校
時
代
に
注
目
し
ま

す
。
文
理
選
択
な
ど
、こ
れ
か
ら
直
面
す
る
進

路
選
択
の
参
考
に
し
て
い
る
生
徒
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
」と
川
﨑
先
生
。
目
標
が
で
き
た
こ

と
で
、曖
昧
だ
っ
た
将
来
へ
の
思
い
が
一
挙
に
具

体
的
に
な
り
、志
望
分
野
、志
望
校
に
つ
い
て

考
え
を
進
め
る
生
徒
も
出
て
き
た
。

　

い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
せ
い
か
、大
学
教
授

の
講
演
な
ど
、そ
の
後
の
行
事
に
も
多
く
の
生

徒
が
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。「
個
人
面
談
で
も

具
体
的
な
話
が
で
き
る
生
徒
が
増
え
ま
し

た
。私
の
担
任
す
る
1
年
生
の
ク
ラ
ス
で
2
月

現
在
、8
割
の
生
徒
の
希
望
進
路
が
決
ま
っ
て

い
る
の
も
、一
連
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」。

そ
の
人
の
人
生
ま
で
読
み
取
れ
る

内
容
の
濃
さ
に
感
動
し
て
採
用

 

「
高
校
3
年
間
、ひ
た
す
ら
進
学
だ
け
を
目
標

に
勉
強
し
よ
う
と
し
て
も
絶
対
息
切
れ
し
ま

す
。
前
向
き
に
勉
強
を
や
り
抜
く
た
め
に
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」と
語
る
川

﨑
先
生
。「
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
」と『
じ
ぶ
ん
未
来
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
』は
、ま
だ
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
ほ
と
ん
ど

な
い
1
年
生
の
1
学
期
に
、仕
事
に
つ
い
て
考

え
る
に
は
ぴ
っ
た
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
い
う
。

　

特
に『
じ
ぶ
ん
未
来
Ｂ
Ｏ
Ｏ
K
』の
評
価
は

高
い
。「
ぐ
い
ぐ
い
読
ま
せ
る
文
章
と
か
っ
こ
い
い

写
真
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
感
銘
を
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編集者の「著者と編集者は2人3脚、どちらが欠けても本は作れない」という
言葉と、学校教育相談員の「人の面倒をみることができる人、その人が一番
強い人」という言葉を書き出している。
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受
け
た
の
は
、挫
折
や
紆
余
曲
折
を
経
て
自

分
ら
し
い
働
き
方
に
辿
り
着
い
て
い
る
人
が
多

い
と
こ
ろ
。
そ
の
人
の
人
生
ま
で
も
が
垣
間
見

ら
れ
、『
働
き
方
＝
生
き
方
』だ
と
気
づ
か
せ
て

く
れ
ま
す
」。
ま
た
50
職
種
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
る
の
で
、進
路
が
多
岐
に
わ
た
る
同
校
で

も
、誰
も
が
自
分
の
目
指
す
職
業
、あ
こ
が
れ

に
近
い
人
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
感
じ
た
そ
う
だ
。

「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
作
業
感
覚
で
読
み

進
め
ら
れ
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
今
回
書
き
写

し
た
気
に
な
る
フ
レ
ー
ズ
は
、ず
っ
と
生
徒
の
記

憶
に
残
り
、や
る
気
を
持
続
さ
せ
る“
燃
料
”に

な
る
と
思
い
ま
し
た
」。

「
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
」を
活
用
し

体
系
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践

　

10
年
度
、生
徒
は「
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
」の
検
査
結

果
を
挟
ん
だ
フ
ァ
イ
ル
を
、そ
れ
ぞ
れ
自
宅
に

持
ち
帰
っ
た
。
11
年
度
か
ら
は「
文
理
選
択
」、

「
学
問
研
究
」な
ど
、「
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
」に
つ
い
て
い

る
そ
の
他
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
実
施
し
、こ
れ

を
学
校
で
管
理
す
る
予
定
だ
。「
そ
れ
に
加
え

学
校
独
自
の
ワ
ー
ク
も
随
時
実
施
し
、す
べ
て

を『
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
』の
フ
ァ
イ
ル
に
挟
み
、進
路
資

料
と
し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

さあ新学期。後ろを振り返るには早い春ですが、
先生やっててよかった！と思う、生徒・卒業生からの
うれしい一言を教えてもらいました♪

卒業生からの絵葉書に
「先生のリミットを作らない姿

勢を見習いたいです」。自分の生き
る姿を伝え、見せることが一番のキャ
リア教育の一つと信じている。すぐに
結果が見えないキャリア教育ですが、
卒業生から大きな評価をいただい

たと思っている。
（茨城県）

卒業生にばったり会っ
たとき、財布の中からHR通信

の「今日の一言（いろいろな名言
を紹介していた）」を出してきて「気に
入った言葉なのでずっと財布に入れ
ている」と言われたこと。教育が高
校3年間で終わらないということ

に気づかせてくれた。
（愛媛県）

「先生がいたから頑張
れた。先生の言葉だけが支えだ

った」卒業時、受験を振り返って泣
きながらお礼の言葉を述べにくる生徒

が毎年います。自分の存在が、生徒の人
生に大きく関わっていることを改めて実感
し責任の重さで身の引き締まる思いを

するとともに、最もやりがいを感じる
瞬間です。

（滋賀県）

「先生のおかげ
で、数学がわかるよ

うになった！」
（岐阜県）

「担任は、俺の恩師
です」。指導中はあまり良い

反応がなかったので、「（指導は）
彼にとって意味があるのだろうか」
と思っていたが、この言葉をほか
の生徒経由で聞いて、「よっし

ゃぁ」と思いました。
（福岡県）

「先生に出会った
おかげで人生が変わり

ました。お世話になりまし
た」。教師冥利に尽きる

一言です。
（神奈川県）

演劇を専攻している
卒業生から「私の好きに進

路を決めさせてくれてありがと
う」。進学校であっても、自分が輝
ける環境を探すことを第一にキャ
リア支援をしてきたので、その思

いが伝わってうれしかった。
（静岡県）

　公立高校の先生の場合、転勤によって気
分がリフレッシュし、新たな気持ちでスタートで
きるというメリットがある一方で、安定した状況
から不安定な状況へ変化することによるリス
クも伴うものです。学校の雰囲気の違い、先
生同士の関係性の違い、生徒の傾向の違
い、そして授業内容や指導すべき内容の違
い。いろいろな違いによる戸惑いや不安があ
るでしょう。郷に入れば郷に従えで、学校の雰
囲気や同僚の先生との関係性に徐々に慣れ
ていくことも大事ですが、かといってあまり無理
をして、自分を追い詰めてしまわないようにする
ことも大事です。この先生の場合も、そんなリ
スクを伴う転勤の一つといえそうです。
　特に、15年以上中堅校で授業をされてい
たのであれば、進学校での授業に不安を感じ
るのは当然だと思います。一番良いのは、すぐ
に校長先生などに相談されることだと思いま
す。15年ぶりであることの不安を率直に話さ
れ、いきなり授業をスタートさせてしまうのでは
なく、徐々に慣れていける方法を相談してくだ

さい。しばらくは1年生の授業を担当する。補
習を中心とした授業を担当する。これまで中
退や不登校の多い学校に長く勤務し、カウン
セリングを学ばれた先生であれば、不登校の
生徒などの支援を中心に行う、などなど。「授
業が不安」といった漠然としたことだけではな
く、これまでの経験が活きるようなスタート方法
をぜひ相談していただきたい。そうして徐々に
進学校での授業のコツを思い出していけば、
生徒にも、先生自身にも、よい結果になること
と思います。
　とかく、ベテランの先生になればなるほど、

「できない」という不安をオープンにできず、一
人で悩み、生徒との関係もうまくいかずに事態
をどんどん悪くしてしまうケースがあります。ここ
はぜひ、プライドを捨てて自己開示をし、長期
的に見てご自身の身を守る方法をとっていた
だければと思います。このような相談は、時期
が早ければ早いほど、学校も対処のしようがあ
るかと思います。できれば授業がスタートしてし
まう前に、相談されることをオススメします。

進路指導部
Ⅲ類統括主任
川﨑研一先生
いくら能力があっても上手にやる気を引き出して
あげなければ、生徒は伸びません。日常的に声
をかける、一緒に遊ぶなど、勉強以外にも積極
的に関わって信頼関係を築くことが大事だと思
っています。

『じぶん未来BOOK』を読む生徒
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諸富祥彦（もろとみよしひこ）先生：
明治大学文学部教授、臨床心理士、教育学博士。
全国の悩める教師のためのセルフヘルピングや
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